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単音節両耳分離聴における左右耳への呈示音圧差および
　　　　　　　　時間遅延の耳優位性に及ぼす影響

吉野　公喜

　両耳分離聴では，呈示音圧の大小，競合する刺激音の音韻レベル，意味レベルでの難易によってright　ear

advantageの値が異なってくる。

　本研究は，日本語破裂子音を用いて，呈示音圧差と時問的遅延差をそれぞれ変数として，左耳，右耳の

識別率に検討を加えたものである。聴覚心理実験に習熟している右手利き健聴成人の場合，呈示音圧差が

15dB（左耳＞右耳），lag　effetを生じさせる時問遅延（左耳への呈示を右耳より遅延させる）が20msの条

件であっても，識別率は右耳が左耳に優っていた。LEAは左耳が20dBと大であり，時問的遅延差30msの

ときに出現をみた。

キーワード：両耳分離聴検査　　言語音　　右耳優位 音圧差　　時問遅延

　I．はじめに
　言語音が高位聴覚中枢で，どのように知覚され，

処理されるかについては未だ明らかではない。し

かし，近年臨床的二一ドに応えて，中枢性聴覚機

能（centra1auditory　fmction）が診断・評価さ

れるようになってきた（Willeford，1977，Katz，

1978）。すなわち，上位脳幹レベルや皮質レベルの

機能検査として，StaggeredSpondaicWordTest

（SSW），Simu1taneous　Binaura1Test（SIM

－BIN），A1temate　Binaura1Test（ALT－BIN），

Competing　Se｛tence　Test（COMP－SENT）が開

発され，臨床に応用されるようになってきている。

これらは，両耳にそれぞれ異なった刺激語音（音

節，単語，文）を競合状況で聴取させ，中枢聴覚

系における言語音の処理機能を明らかにするもの

である。

　このような競合課題を，被験者に課すとき両耳

間における呈示音圧差や時問的遅延が，競合する

言語的刺激の性質とともに重要となってくる。

II．研究の目的

本研究は，日本語単音節を用いて，両耳分離聴

における呈示音圧差（第1実験）及び時間的遅延

（第2実験）の左右耳識別率に及ぼす影響につい

て，実験的解明を試みるものである。

　m．実験的検証

　＜実験1〉

　1．目　　的

　日本語の母音（V音節）及び子音（CV音節）を

それぞれ対立させ，左右耳への呈示音圧を変数と

して，呈示音圧差と耳優位性の関係を明らかにす

る。

　2．方　　法
　（1）被験者　被験者は，聴覚心理実験の被験者

として十分に訓練されている男性健聴成人3名で

ある。3名の被験者は，いずれも左右耳がともに

125Hz～8000Hzの範囲でO～5dBの聴カレベ
ルを呈していた。彼らはすべて利き手検査（吉野，

1980）の結果，典型的な右手利きであった。利き

手検査には，行動発達的，教育的，文化的影響が

絶対的ではない項目が選ぱれた。

　（2）実験材料　刺激語は，日本オージオロジー

学会67語表の単音節20語音を，音声切り出し編集
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list I list 2 list 3 list 4 list 5 list 6 Iist 7 Iist 8 list 9 list 10 list 11 

1. a- o 
2 . ki-su 

3 . si-ni 

4 , ta-ga 

5 , ni-ta 

6 . yo-ku 

7 . j i-ba 

8 . u-to 

9 , ku-si 

10, su- u 

11 , ne-ri 

12 . ha-wa 

13 . ri-ki 

14 , ba- j i 

15 . o-ha 

16 , te-mo 

17. mo- a 

18 . wa-yo 

l 9 . to-ne 

20 . ga-te 

ki-su 

ta-ga 

yo-ku 

u-to 

su- u 

ha-wa 
ba- ji 

te-mo 

wa-yo 
ga-te 

a-ni 

si- o 

ni-ta 

ji-ba 

ku-si 

ne-ri 

ri-ki 

o-ha 

mo- a 
to-ne 

nisi 

a- u 
ta-ri 

ki-mo 

si-ki 

su- j i 

yo-ha 

ku-wa 
ji-ta 

u-ku 

o-ba 

ne-do 

ba- a 

ha-yo 

ri-ne 

ga-te 

te-ni 

to-su 

wa- o 

mo-ga 

te-ki 

ne- u 

yo-ba 

a-ga 

ki- a 

ji-si 

ha-ku 

mo- o 
si-yo 

u-mo 
ri-ta 

wa-su 
ta-ne 

ku-ha 

ba-wa 
to-ni 

ni-te 

su - j i 

o-ri 

ga-to 

ne-ha 

a-si 

te-to 

vo-su 

ha-yo 

ki-ri 

mo-ta 
ji-ga 

ri -te 

si - j i 

wa-ba 

u-ni 

ba- a 

ta-mo 

to- u 

o-ku 

o-ne 

ni-ki 

su-wa 
ga-ku 

ni-te 

a-ga 
ri-ba 

mo-ki 

te-mo 

a-to 

ji- o 

ha-ta 

to-ri 

ga-ha 

wa- u 
ne-si 

u-ku 
o- ji 

ba-ne 

su-yo 

yo-ni 

si- a 

ta-wa 

ki-su 

wa-te 

ba-ki 

su-wa 
ta-si 

ni-ga 

to- a 

ri-mo 

ji-ta 

a-to 

ki-ni 

mo-yo 
ne-ha 

u-ba 

si- u 

yo-su 

ga-ne 
ha-j i 

o-ri 

te-ku 

ku- o 

ni-ga 

ki-ni 

yo-su 

ku- o 

ta-ba 

a-to 

sita 

te-ku 

su-wa 
jisi 

u-ki 

o- u 

ba-mo 
ri-ha 

ne- j i 

ha-te 

wa- a 
to-yo 

mo-ne 
ga-ri 

ga-mo 

o-wa 
su-to 

ni-te 

te-ga 

ne-ri 

yo-ha 

a -b a 

to-ne 

ba- o 

ku- u 

ta-j i 

wa-ku 

ha-yo 

ji-su 

ki-si 

mo-ki 

ri-ta 

u- a 
si-ni 

to-ku 

ri-te 

ji- o 

te-ha 

ni-ga 

wa-yo 
ha-si 

ne- u 

su-ne 

ta-mo 

mo-ki 

yo- a 
o - j i 

ku- u 

si-ba 

a-wa 

ga-su 

ba-ni 

u-ri 

ki-ta 

ga-ne 

o-yo 

su- a 

ni-te 

to-ji 

ba-ha 

ku-mo 
ta-ki 

wa-ri 

ri- u 

u-si 

si-wa 

mo-ku 
ha-ba 

ji-to 

ki-ta 

a- o 

yo-su 

ne-ni 

te-ga 
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Tab1e2．練習課題（数字系列） Tab1e3．減衰耳及び非減衰耳の呈示レベルと音圧

差

1．　　　SAN

2．　　　ROKU
3．　　　YON

4．　　　HACHI

5．　　　ROKU

6．　　　YON

7．　　　NANA
8．　　　SAN

9．　　　HACHI

10．　　　ROKU

11．　　　HACHI

12．　　　YON

13．　　　NANA

14．　　　SAN

HACHI
SAN
NANA
ROKU
SAN
HACHI
YON
ROKU
NANA
YON
SAN
SAN
YON
ROKU

Unattenuated　ear　　70　70　70　70　7070（dB）

attenuated　ear　　　　40　50　55　60　6570（dB）

Ear　difference　　　　　30　20　15　10　　5　0（dB）

Tab1e4．左右耳の呈示音圧差にみる両耳分離聴識別率

蕎罰嘉ら　　　　　　識別率（％）

　　　　　　　［SIコ　　　　　［S2］　　　　　［S。］

左耳右耳左耳右耳左耳右耳左耳右耳

求められた。識別応答は，利き手である右手によ

る筆記法でなされた。刺激語音の聴取は，2チャ

ンネルテープデツキ（SONY　TC8750－2）及び受

話器（TDH－49）を介して，個別的になされた。

　3．結果および考察

　結果は，表4に示すように，両耳に同じ音圧（70

dB　SPL）で刺激対が呈示されるとき，右耳の識別

率が高く，単音節識別における右耳優位が認めら

れた。この右耳優位は，3名の平均値でみるとき，

左耳70dB，右耳55dBにおいても著明であり，音圧

差が15dBでも右耳の識別率の高いことがみいだ

された。しかし，左耳の呈示音圧が右耳のそれよ

りも20dB大であるとき（左耳70dB，右耳50

dB），右耳の識別率は，左耳のそれよりも低かっ
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　図3（a，b，c）は，被験者個々の呈示音圧

の耳間差と左右耳の両耳分離聴識別率を表したも

のである。S、，S。，S。とも，両耳への音圧差が30

dBと大であるときは，左右耳を問わず，呈示音圧

が大である耳（70dB）において，100％に近く，呈

示音圧が小である耳（40dB）では，すべて60％以
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Fig．3．（・）非減衰時と減衰時における個別的両耳分

　　　　　離聴識別率（S1）
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Fig．3．（b）非減衰時と減衰時における個別的両耳分

　　　　　離聴識別率（S2）
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Fig．3．（c）非減衰時と減衰時における個別的両耳分

　　　　離聴識別率（S3）

下であり，左耳においてとりわけ低い
（25～35％）。単音節識別におけるREA，LEA

は，左耳一右耳の呈示音圧差が10dBと20dBの間

で交叉していることが認められる。

　Cu1Ienet　a1．（1974）は，両耳分離聴条件下で，

CV音節をシグナルとし，バンドノイズをノイズ

とした刺激音を聴かせて，S／N　（signa1to　noise

ratiO）を変数とした左右耳の識別率を求め，次の

ように報告している。

　①S／NがOで，シグナルとノイズが等しいと

　　　き，REAが存在する。

　②CV音節を60dB（SPL）として右耳に呈示

　　　し，ノイズを変化させて左耳に呈示すると

　　　き，S／Nが一12dB（一12dBS／N
　　　difference）になるとREAがみられなくな

　　　る。

　日本語の母音，子音を含めた20音節の識別にお

けるdichotic　REAと呈示音圧差の関係は，左耳

への呈示音圧が右耳へのそれよりも15dBと大で

あっても，競合音の識別において，左半球への情

報が交叉して入力される右耳が耳優位性を示すも

のである。

　＜実験2〉

　1．目　　的
　両耳分離聴にあっては，競合音の信号開始が同

期しているとき，多くの右手利き成人でREAが

顕著となる。Studdert－Kemedy　et　a1．（1970），

Berlineta1．（1973）は，両耳分離聴における

1eading　signa1とtrai1ing　signa1の知覚のしやす

さを検討し，time1ag　effectをみいだし，興味あ

る知見を報告している。実験2は，日本語CV音

節の識別におけるREAと競合音のonsetとtime

1agとの関係を明らかにすることにある。

Table5． 両耳分離聴識別課題（無声破裂子音対無声破裂子音）

1ist1　　　1ist2　　　1ist3　　　1ist4　　　1ist5　　　1ist6　　　1ist7　　　1ist8　　　1ist9

1．　　ka－t0

2．　　ta－ka

3．　　to－k0

4．　　ka－te

5．　　to－ke

6．　　ka－ta

7．　　te－ke

8．　　ke－t0

9．　　ko－t0

10．　　　ke－ta

11．　　　ko－te

12．　　　to－ka

13．　　　ko－t0

14．　　　ta－ke

15．　　　　te－ka

16．　　　ke－te

17．　　　ta－k0

18．　　　te－ko

te－ke

to－ka

ka－te

ko－te

ke－ta

ta－ka

ka－to

ta－k0

ke－to

te－ka

ka－ta

ko－ta

ta－ke

to－ke

to－ko

te－k0

ke－te

ko－to

ke－ta

ke－to

．ka－ta

ka－to

te－ka

ko－te

ta－ka

to－ka

ka－te

te－ko

to－k0

ke－te

ta－ko

to－ke

ta－ke

te－ke

ko－t0

ko－ta

ke－t0

ke－te

ta－ke

to－ke

ko－ta

ko－to

to－ko

te－ka

ka－to

te－ke

te－k0

ka－te

ke－ta

ko－te

to－ka

ta－ka

ka－ta

ta－ko

ta－ka

ke－te

ko－ta

ke－ta

to－ke

to－ka

te－ka

ta－k0

ka－t0

ka－te

ta－ke

ke－to

te－k0

ko－te

te－ke

to－k0

ka－ta

ko－to

to－k0

ka－te

ko－ta

ta－ka

te－k0

ka－to

ta－ko

te－ke

to－ka

ko－to

to－ke

ke－te

ta－ke

ko－te

te－ka

ka－ta

ke－ta

ke－to

te－ka

to－ke

ke－te

ke－to

te－ke

ke－ta

ka－ta

to－ka

ko－te

te－ko

ta－ke

ko－to

ta－k0

ka－te

ka－to

to－ko

ta－ka

ko－ta

to－ka

tO－te

ke－to

to－ke

ke－te

to－ko

te－k0

ko－ta

ta－ke

ta－k0

ke－ta

ta－ka

te－ke

ka－ta

te－ka

ka－te

ka－t0

ko－to

ko－ta

ka－to

te－ka

ke－t0

ko－te

ta－ka

to－ke

ta－ke

ka－te

ke－te

te－k0

ke－ta

to－k0

ka－ta

ko－to

te－ke

ta－ko

to－ka
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　2．方　　法
　（1）被験者　被験者は，実験1の被験者3名の

うちの1名である。

　（2）実験材料　刺激語音は，日本語の無声破裂

子音／ta／，／te／，／to／；／ka／，／ke／，／ko／を，音声切

り出し編集装置（DANAC7000）によって，後続

母音の後部を任意切断したものである。刺激語音

は，すべて実効値（root－meansquare：RMS）が

等しく，持続時間が192．0msとなるように作製さ

れた。刺激系列は，／ta／，／te／，／to／；／ka／，／ke／，

／ko／のすべての組合せ18項目を1系列とした9

系列（リスト1～9）よりなっており，音声切り

出し編集装置（DANAC7000）及び2チャンネノレ

テープデツキ（SONY8750－2）によって，各系列

ともランダムにテープ録音された（表5）。

　（3）手続き　各リストは，対になっている18項

目がランダムに配置されており，左右耳が物理的

に等価となるように呈示された。対呈示される刺

激項目の時問的関係は，onset及びoffsetが，左右

耳それぞれ0，10，20，30，50msのtime1agを

もつようになっている。すなわち，左チャンネル，

右チャンネルのtime1agは，次のようになってい

る。

Left　channe1　　　　50　30　20　10　　0　　0　　0　　0　　0

Right　channeI　　　　0　　0　　0　　0　　0　10　20　30　50

0nset　time工ag　　　L50L30L20L10R／LO　R10R20R30R50

　time1ag（10～50ms）の設定は，遅延素子を組

みこんだ可変的時問遅延装置及び音声切り出し編

集装置に依った。各time1ag条件は，遅延条件O

mSの後は，ランダムに呈示された。本実験におけ

る呈示順序は，R／L0，R10，L30，L10，R50，

L50，R20，L20，R30であった。

　各条件による刺激語音は，2チャンネルテープ

デツキ（DENONDH－710）及び受話器（TDH－49）

を介して，両耳分離聴法によって個別的に聴取，

識別された。

　被験者による識別応答は，openset条件下，復

唱法でなされた。

　3．結果及び考察

　結果は，図4に示すように，両耳に破裂子音の

onsetが同時に呈示されるR／LO条件では，著しい

REAが認められた。また，REAの指標となるR

値は，右耳への刺激音が1agging　sy11ab1eとなる

とき，さらに大となり，30msにおいて1ageffect
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FigI4．時間的遅延における左三目二一右耳の両耳分離

　　　識別率

が最大となった。

　onset　time1agがR50のとき，右耳の識別率は，

より大となるが，同時に左耳の識別率も高められ

ることになる。一方，左耳への刺激音が1agging

syl1ab1eとなるとき，1ag　timeが20msまでは，

REAが1ag　effectをしのぐほどに大であること

が認められる。左耳への1ag　timeが30ms，50ms

のとき，左耳の識別率が右耳の識別率よりも大と

なるが，識別率の差は右耳への1ag　timeが30ms，

50msのときにみられる右耳一左耳の識別率の差

には及ばない。

　言語音の知覚におけるREAは，音響的信号

（aCOuStiCSigna1）に課せられた言語学的要因に左

右されることを考えるとき，1agging　effectの存

在は，両耳分離聴の競合刺激におけるOnSettime

及びoffset　timeの同期性の重要なことを示唆す

るものである。

　Ber1inandCu11en（1977）は，Mirabi1e（1975）

の知見を引用し，左耳の識別率は，左耳へのメッ

セージが右耳へのメッセージに30～60ms遅延す

るとき，右耳の識別率とほぼ同様になることを報

告している。

　本実験の結果は，Left　Ear　Lagが30msのとき，

左耳の識別率（84％）が右耳の識別率（78％）を

こえるようになることを示している。本実験と同

様の報告が，高山，佐久間（1983）によってなさ

れており，Advantage　Earの優位性は，
AdvantageEarへの音節が，NonadvantageEar

への音節に30ms先行するところで消失し，それ
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附表　利き手検査の項目

行　動項　目
左　　　手　Left 右　　　手　Right 両　　　手Ambidextrous

Handedness

腕組み

指ぐみ

指しゃぶり

小石を投げる

ドアのノブをまわす

壁のスイッチを押す

トランプを配る

床に落ちている100円玉を拾う

バィバイをする

ハブラシを使う

ハサミを使う

雑巾でテーブルをふく

雑巾を絞る

はしを使う

鉛筆を使う

ペグボードにペグを差し込む

グリップの強さ

検査年月日 氏名

検査者 学校

生年月日

以上先行すると逆にNonadvantage　Earでの識

別が良くなるというものである。

　このように，言語音を両耳競合刺激として，両

耳分離聴法を課すとき，持続時間がともに等しく，

onset　time及びoffset　timeが等しく同期性を有

することが耳優位性ならびに大脳半球優位性を実

験的に検証するうえで不可欠の条件となる。

　IV．結　　論

　聴覚的実験に十分に習熟した右手利き健聴成人

を対象とし，持続時間を192．0msと一定にした日

本語破裂子音を用いて，呈示音圧差及び時間的遅

延の左右耳の識別率に及ぼす影響を検討した。

　①左耳，右耳に呈示音圧を一定，そしてonSet

timeを同期して与えるとき，従来の報告と同様

に，著しい右耳優位が現出した。

　②呈示音圧差を変数とするとき，左耳の呈示

音圧が右耳のそれよりも15dB大であっても，右

耳の優位性が保たれた。しかし，左耳の呈示音圧

が右耳のそれよりも20dBより以上大となるとき，

左耳の識別率が右耳のそれを凌駕した。

　③呈示音圧を快適レベノレに保ち，onsettime

の時間的遅延（time1ag）を変数とするとき，左

耳への1aggingsy11ab1eが20msまでは，右耳優位

が1ageffectをしのぐものであった。
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Summary 

The effect of intensity difference and 

to both ears on ear advantage in the 

time lag of speech sound presented 

monosyllable-dichotic listening test. 

Tomoyoshi Yoshino 

The cerebral hemisphere dominance means certain specialization existing in either of 

hemispheres of the brain upon its biological basis . The results of the experiment on the effect 

of dichotical intensity difference and time lag on identification scores of Japanese stopped CV 

syllables presented to both ears were as follows: 

1 . When the intensity difference between signals presented to both ears dichotically was 15dB 

(1eft ear>right ear) , the right ear advantage was recognized . 

2 . When the time lag of the left ear was 20ms , the identification score of the right ear was 

higher than that of the left ear . 

3 . The left ear advantage was observed when the intensity difference was 20dB (left ear > right 

ear) and time lag of the left ear was 50ms . 

Key word: dichotic listening test speech 

difference time lag 

sound right ear advantage intensity 
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